ケースカンファ記録（5月分）
	
	A.O.M

	
	


日　時　平成23年05月18日　（水）16：30～

場　所　2階会議室

出席者：安ヶ平Dr　（青明舎）下平ｓｗ、是川ｓｗ　（外来）島守Ns、竹内ｓｗ

　　　　（五福）畑中、横浜

書　記：横浜　

【会議内容】安ヶ平Dr担当利用者様のケースカンファを行った。

	利用者氏名　　佐藤　恵圀様　　　　　　　　性別　　男性　　　　　年齢　64歳

	病名　躁病
	訪問利用開始日　H23.5.5

	＜生活・病歴＞

三戸町にて同胞3名第1子として出生。高校卒業後は東京歯科大学へ進学。歯科医師の免許を取得し、大学の研究室に勤務。S519月に帰郷し、S53.12月に結婚。S54.8月に離婚し、離婚後は埼玉県にて歯科医師として勤めていた。H4からは地元へ帰郷し、父親が開業している歯科医院を継いでいた。H19.12月父親が他界し、単身生活となる。H20年8月下旬頃より、落ち着きのない言動が目立つようになり、交差点で一時停止しなかった車に石を投げつけることあり、警察が介入することもあった。H20.9月には元従業員を呼び出し、「書類がないから探せ」等と話し、意にそぐわない事があると大声で怒鳴りつける事や近所のスナックに入り浸り、開店から閉店までアルコールを飲み続けている状態であった。H20.9早朝元従業員の家に行き首を締めようとしたり、昼過ぎには三戸駅前で興奮し、警察に保護され、同日警察官・家族付き添いにて青南病院受診し、にゅういんとなる。H21.4.16青南病院退院後は自宅にて単身生活となり､当院への外来通院(1回/2週)・訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ「五福」の利用(1回/月)を継続していた。また､地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣・南部警察署(南部交番:倉岡氏)・南部町役場(健康増進課:松山氏･倉岡氏)･民生委員で見守り体制を整え､随時情報交換を行っていた。軽躁状態となり､浪費傾向となることや飲酒量が増大することがあるが､周囲から指導･援助することで衝動行為･問題行為に至ることはなかった。H22年5月中旬頃より易怒的･易刺激的となり､飲酒して近隣住民にﾅｲﾌを向けて威嚇することや八戸市内の宿泊施設で無銭宿泊･無銭飲酒することがあった。同月20日､東京へ出掛けて､飲酒してﾎﾃﾙの従業員を怒鳴りつけることがあり､警察へ保護される。同月22日未明には東京都内のﾎﾃﾙ敷地内に不法侵入することがあり､再び警察に保護される。病状不安定であることから､家族が当院での入院治療を希望され青南病院受診し、入院となる。

	＜問題点＞

1. 服薬管理

前回の入院時、手付かずの薬が捨ててあるのを近所住民が発見している。また、入院の経緯についても、「警察に連れて来られた」等と話され疾病に対する理解も乏しい為、自己判断で服薬しなくなる可能性も考えられる。

2. 金銭管理

単身生活の為、自炊は殆どせず惣菜や弁当等を購入する事が多く、1日あたり2000円程度食費として使っていた。入院費に関しても、4月6月の年金で支払いを済ませる予定であったが、4月分の年金では支払いが出来ていない状況である。

	＜今後の対策＞

問題1について

訪問時、服薬確認を行なっていく。また、病識に欠ける部分がある為、入院時の振り返

り等をして頂き、病識を持てるよう係っていく。

作業療法士からの情報で、気分の程度が字に表れるとあった為、復命書の字を確認して

しき、必要時各関係機関へ情報提供をしていく。

問題2について

金銭状況の確認はあまり話そうとはしない為、生活状況から金銭の使い方を予測してい

く。また、他者との交流関係からも予測していく。

本人から、金銭面について話してきた際には、介入をしていく。


＜検討内容＞

　・金銭管理について、入院前は自宅で近所の酒屋より、銘酒やブランデーを購入し毎晩晩酌していた。アルコールに関して主治医より、適正飲酒なら良いと許可が出る。

（清酒なら1合半、ブランデーなら7勺、ビールなら500ｍｌ　2本）

・肝機能状態を把握する為に、外来時検査を定期的にしていく。

・退院後、毎日青明舎へ電話し生活状況を報告する事・外来時には青明舎活動室を利用する事を約束していた。退院後青明舎に架電あり、「電話は3日に1回にかけます」と話され守れている。活動室の利用については、外来時には訪室する事出来ているが、顔出し程度である。現状を維持していく。（青明舎）

・叔母は家の近くに住んでいるが、積極的な関わりは持っていない。病院再度で協力を仰いだ場合には協力は得られる。（ｓｗ）

・衝動行為・問題行動がみられた場合には、保健師と警察（ボートピア南部前の交番）に連絡する体制をとっている。（青明舎）

・躁状態になり社会的信用を失う行動が見られた場合には、入院治療が必要である。（Dr）

＜連絡事項＞

・生駒　哮様・石黒　信博様～病状安定している為、1回/2週⇒1回/月の訪問へと変更となる。

